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は じ め に           

 

市民の皆様と市長との対話を通じて、市政への理解を深めていただくととも

に、市政に対する意見や提言を市長が直接聴くことで市民の声が届く市政を推

進することを目的に対話集会を開催しております。令和４年度（2022年度）は、

新型コロナウイルス感染症の収束がいまだ見込めないこともあり、ＷＥＢでの

開催とし、発言者の方による写真や動画等での活動の紹介や、市公式ＹｏｕＴ

ｕｂｅチャンネルでの生配信など、ＷＥＢならではの趣向を取り入れました。 

今回は「私が行っている八王子の地域づくり」をテーマに未来を担う若い世

代の方々を含む、幅広い年齢層の方９名にご発言をいただきました。 

地域での活動や課題等を幅広い世代の皆様と共有することができましたこと

につきまして、改めて感謝申し上げます。 

本市では、地域の皆様がまちの魅力や課題について話し合い、こうありたい

と思う未来に向けて取り組んでいく地域づくりを推進するため、地域の活動団

体や住民で構成する地域づくり推進会議を設置し、地域の将来ビジョンや課題、

具体的な行動計画の検討を行っています。多様な活動団体や住民が連携し、地

域の中での支え合い、担い合いを通して、誰もが安心して住み続けられる地域

を目指しています。今回いただいたご意見・ご提案は、現在取り組んでいる地

域づくりの推進に活かし、更なる発展につなげてまいります。 
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１　意見・要望等項目別件数

5

意見・要望等項目の分野 件数

※ 分野の区分は、基本構想・基本計画「八王子ビジョン2022」の都市像による。

環境・地球温暖化対策・ごみ 等
　(第６編 一人ひとりが育てる、人と自然が豊かにつながるまち)

地域コミュニティ・協働・市民サービス・行財政運営 等
　(第１編 みんなで担う公共と協働のまち)

福祉・障害者・高齢者・保健医療・市民生活・社会保障制度 等
　(第２編 健康で笑顔あふれる、ふれあい、支えあいのまち)

子育て・教育・生涯学習・文化 等
　(第３編 活き活きと子どもが育ち、学びが豊かな心を育むまち)

まちづくり・防災・防犯・交通環境 等
　(第４編 安心・快適で、地域の多様性を活かしたまち)

産業の振興 等
　(第５編 魅力あふれる産業でにぎわう活力あるまち)

合　　　　　計 18

2

1

3

5

2

地域コミュニティ

協働・市民サービス

行財政運営等, 

5件, 27.8%

福祉・障害者

高齢者・保健医療

市民生活

社会保障制度等, 

2件, 11.1%

子育て・教育

生涯学習・文化

等,

5件, 27.8%

まちづくり・防災

防犯・交通環境

等, 

1件, 5.6%

産業の振興等,

3件, 16.7%

環境

地球温暖化対策

ごみ等, 

2件, 11.1%

市政への要望項目別件数

1



２　テーマ等
（単位：人）

開 催 日 発言者数

３　所管別内容

（１）所管別件数一覧表
（単位：件）

部 名 件  数 件  数

都 市 戦 略 部 1 3

市 民 活 動 推 進 部 5 1

生 活 安 全 部 1 1

市 民 部 1 2

福 祉 部 2 1

健 康 医 療 部 1 3

子 ど も 家 庭 部 3

25

8月21日

※一件の発言に対し、担当が複数の所管にまたがることがあるため、発言項目数と件数が異なる。

産 業 振 興 部

生 涯 学 習 ス ポ ー ツ 部

9
「私が行っている八王子の地
域づくり」

視聴用サテライト会場：八王子駅南口事務所　（先着２０名）

ま ち な み 整 備 部

テーマ会　場

WEBによる開催

合 計

環 境 部

資 源 循 環 部

部　　　　　名

学 校 教 育 部

2



（２）所管別件名一覧表

１件

案件番号 　　　　　　　　　　発　　言　　項　　目

1 大栗川キャンドルリバーによる地域おこし活動

5件

案件番号 　　　　　　　　　　発　　言　　項　　目

1 大栗川キャンドルリバーによる地域おこし活動

3 子育て中の保護者の心理的不安を解消する取組活動

5 天体観測をきっかけとした地域での学習活動

8 八王子の名産「八蜜」を活用した、地元の名産の魅力を伝える活動

9 食を通じた地域づくり

１件

案件番号 　　　　　　　　　　発　　言　　項　　目

6 地域社会における非行少年等の社会復帰支援活動

1件

案件番号 　　　　　　　　　　発　　言　　項　　目

1 大栗川キャンドルリバーによる地域おこし活動

2件

案件番号 　　　　　　　　　　発　　言　　項　　目

2 地元農家から発生した規格外野菜の有効活用

9 食を通じた地域づくり

1件

案件番号 　　　　　　　　　　発　　言　　項　　目

9 食を通じた地域づくり

3件

案件番号 　　　　　　　　　　発　　言　　項　　目

3 子育て中の保護者の心理的不安を解消する取組活動

4 高校生による地域の子供へのボランティア活動

6 地域社会における非行少年等の社会復帰支援活動

都市戦略部

福祉部

市民部

子ども家庭部

生活安全部

市民活動推進部

健康医療部

3



3件

案件番号 　　　　　　　　　　発　　言　　項　　目

1 大栗川キャンドルリバーによる地域おこし活動

2 地元農家から発生した規格外野菜の有効活用

8 八王子の名産「八蜜」を活用した、地元の名産の魅力を伝える活動

1件

案件番号 　　　　　　　　　　発　　言　　項　　目

7 里山の活動・文化再生活動

１件

案件番号 　　　　　　　　　　発　　言　　項　　目

2 地元農家から発生した規格外野菜の有効活用

２件

案件番号 　　　　　　　　　　発　　言　　項　　目

1 大栗川キャンドルリバーによる地域おこし活動

7 里山の活動・文化再生活動

１件

案件番号 　　　　　　　　　　発　　言　　項　　目

5 天体観測をきっかけとした地域での学習活動

3件

案件番号 　　　　　　　　　　発　　言　　項　　目

3 子育て中の保護者の心理的不安を解消する取組活動

4 高校生による地域の子供へのボランティア活動

5 天体観測をきっかけとした地域での学習活動

産業振興部

資源循環部

環境部

学校教育部

生涯学習スポーツ部

まちなみ整備部

4



 

5 

 

４ 発言者及び市長コメントの要旨 

テーマ「私が行っている八王子の地域づくり 

～地域で行っている活動や地域づくりに必要なことを教えてください。～」 

令和４年（2022 年）８月 21日（WEB開催） 

案件 
番号 

 発言要旨（発言者） 市長コメント要旨 担当所管 

１ 

【大栗川キャンドルリバーによる地域お

こし活動】 

大栗川キャンドルリバーは、由木エリア

の子どもたちに、「自分たちの地元は八王

子なんだ。素敵な街なんだ。」と、大人に

なっても思ってもらいたいと思い、住民の

皆さんで 2015 年から始めたイベントで

す。 

年に一度、キャンドルを数万個、大栗川

と大田川沿いに並べて実施しています。定

期イベントとなりつつあり、テレビ東京の

アド街ック天国で南大沢が特集された際

に、取り上げていただけました。 

活動していて嬉しいことは、子どもたち

に限らず、私たち大人にも新しいコミュ

ニティが誕生して、この由木エリアが日

に日に活性化されているのを感じている

ことです。 

活動における課題は、自主参加であるた

め、人が集まりにくいこと。八王子市の緑

道等の使用許可がちょっと複雑かなと感

じていること。あとは、完全ボランティア

活動のため、近隣企業から募っている協

賛金が、毎年の課題となっています。 

2015年には、「公園・夢プラン大賞 2015」

で最優秀賞をいただき、全国的にも、注目

されたイベントとなりました。ぜひ今年

は市長にも来ていただきたいなと思って

います。 

（吉田 佳右 様） 

 

 

大栗川キャンドルリバーのように多く

の方を魅了する美しい風景は、本市のシテ

ィプロモーションサイトに「魅力的な景

観」として掲載しています。まちへの「誇

り」「愛着」「共感」をもち、まちのために

自ら関わっていこうとする気持ちである

シビックプライドの醸成につながる活動

だと考えています。 

人が集まりにくいという課題ですが、学

園都市である本市の強みを生かして、由木

地域の大学の学生に呼びかけることがで

きれば、交流の場にもなると思います。 

公園、緑道の使用許可の手続きは、市の

公園課、公園の指定管理者へ申請いただく

ほか、東京都の南多摩西部建設事務所との

協議が必要ですが、市への申請は、指定管

理者分と合わせて公園課で一括して申請

を受けることができます。 

資金面の課題についてですが、様々な民

間企業や公益法人が地域活動に対する助

成金等設けていますが、「八王子コミュニ

ティ活動応援サイト はちコミねっと」に

は民間企業などが実施している助成金等

の情報を掲載しているので、参考にしても

らえればと思います。 

地域づくりは人との繋がりが重要とな

ります。キャンドルリバーの開催及び実行

委員のメンバーが中心となって定期的に

開催している由栗（ゆっくり）カフェは地

元住民の交流の場であり、情報共有の場と

なっていると聞いています。こうした活動

を通じて地域の人たちの居場所であり続

都 市 戦 略 部 

市民活動推進部 

市 民 部 

産業振興 部 

まちなみ整備部 
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案件 
番号 

 発言要旨（発言者） 市長コメント要旨 担当所管 

けて欲しいと願っています。 

由木エリアで生まれ育った方たちも、そ

うでない方々にも、暮らしの中で大栗川を

はじめとする地域資源に親しんでいただ

くことで、その素晴らしさを共に感じ、地

元愛を育んでいただきたいと思います。 

これからも地域の魅力発信にご尽力い

ただき、観光資源となりうる可能性にも期

待しています。次の開催の時には必ず参加

させていただきたいと思います。                            

２ 

【地元農家から発生した規格外野菜の有

効活用】 

社会実装というグループワークの授業

で、農家と連携をし、規格外野菜の有効活

用を目指す活動をしています。 

地域活動を通じて実現したいことは、農

家の廃棄野菜を減らすことや、安く野菜を

手に入れたい方々が入手しやすくするこ

とです。 

規格外野菜は味に問題はありませんが、

見た目が商品としての規格を満たしてい

ないため、市場に出回らず廃棄扱いになっ

ています。フードロスにつながるため、ア

ーバンファーム八王子様と協力し、規格外

野菜を売買できるシステムを開発してい

ます。これは、農家が出品した野菜を消費

者が購入するものです。すでに同じような

サービスがあるため、新規性を出すために

農家の負担軽減に着目しました。パソコン

やスマートフォンを使わない農家の方に

とって、野菜の写真を撮る、重さを量る、

個数を入力する、値段を入力するというこ

とがハードルの高いものになってしまう

ため、農家の方が簡単に使えるデバイスの

導入を考えました。 

値段についても農家の方が決めるので

はなく、消費者が決めることで、適正価格

で買えるため、オークション形式での売買

を考えています。実際に昨年から活動し、

 

 

令和２年度、日本の食品ロス量は、522万

トンと推計されており、国民一人当たりに

換算すると「お茶碗約 1杯分の食べもの」

が毎日捨てられていることになります。 

本市の可燃ごみの約４割は生ごみという

状況です。そのうち３分の１が未利用の食

品や食べ残しという、いわゆる食品ロスに

なります。規格外などの理由で廃棄される

野菜の活用も、食品ロス削減に向けて必要

な取組となります。 

本市では農業施策の柱の１つに「安全・

安心な農産物の提供と付加価値農業・地産

地消の推進」を掲げ、様々な施策を進めて

います。 

生産者が農産物を加工し、商品化する６

次産業化のなかで、規格外の農産物を活用

した取組も行われているところです。 

若い皆さんが、電子機器を使い慣れてい

ない方への配慮を考えて、システム開発の

主眼に置いていることが、非常に嬉しく、

温かさを感じました。 

課題として、連携している農家の数が少

なく、システムの実証実験を実施しづらい

とのお話がありました。本市としては、シ

ステムの実証実験に協力いただける農家

の方の紹介ができます。ごみ減量対策課ま

でご相談いただければと思います。 

福 祉 部 

産業振興 部 

資源循環 部 
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案件 
番号 

 発言要旨（発言者） 市長コメント要旨 担当所管 

現在、消費者向けには、消費者情報の登録、

野菜の閲覧、消費者オークション形式の購

入ができるように、また、農家向けには、

タブレットで野菜の写真撮影、値段、重さ、

個数などの入力ができるデバイスになっ

ています。 

活動して嬉しいことは農家の方、市のご

み減量対策課の方に、システムの試作を見

てもらい、農家用のタブレットを褒めてい

ただき、僕たちの考えたことが農家さんに

役立つと実感できたことです。 

次に、活動における課題は、連携してい

る農家の数が少なく、システムの実証実験

が難しい点です。今回、ぜひこれを見てい

ただいている農家の方がいれば、東京工業

高等専門学校にご連絡いただければと考

えています。 

こういった連携を取ることで、またさら

に八王子市の地域づくりに貢献できると

考えています。 

（宮本 明様） 

紹介されていたシステムが完成し、市内

の農家へ普及すれば、本市で進めている食

品ロス削減に繋がります。今後もシステム

開発が少しでも進むよう市でもできる限

りの協力を行います。さらに、規格外野菜

の有効活用が地産地消の推進にも繋がる

ことも期待しています。 

 

                           

３ 

【子育て中の保護者の心理的不安を解消

する取組活動】 

私は、20 年ほど市内で子育て中の保護

者の心を支える活動をしており、今回は

「星とおひさま Fika キャラバン」を紹介

します。主に市内の小学校や生涯学習セン

ターをめぐり、保護者が子育ての悩みや、

日常のささいなことを話すことで、日頃の

不安を共有でき、互いに認め合うことで、

参加した方の自己肯定感をアップするよ

うな対話式リラクゼーションの場を作っ

ています。 

現在、保護者が学校に集まり、自由に話

し合いができるチャンスが少なく、子ども

たちがどのような環境にいるのかわから

ない。また、家庭での接し方はこれでいい

のか。特に新１年生の保護者は、自分の事

例を話し、それでいいと先輩に認めていた

 

 

保護者が子育てについて誰にも相談で

きず、一人で悩みを抱えてしまった結果、

児童虐待に発展してしまう事案が全国で

増加しています。お互いに悩みを共有でき

る場があることによって、一人で悩みを抱

え孤立することなく子育てができる環境

や、そのような場があることによって不安

軽減に繋がり虐待予防の一助になると考

えています。 

近年、家庭状況の多様化や子育て家庭と

地域とのつながりの希薄化などが進んで

おり、家庭教育を支える地域に求められる

役割が大きく変化しています。本市では、

すべての教育の原点となる家庭教育を「い

えいく」と呼んでいます。    

家庭教育を支援するため、文部科学省で

市民活動推進部 

子ども家庭部 

生涯学習スポーツ部 



 

8 

 

案件 
番号 

 発言要旨（発言者） 市長コメント要旨 担当所管 

だくことで安心感が生まれます。 

開催時には、話し合った内容は他言無用

であることをご理解いただき、お互いに心

を開いて話し合います。 

この会は、まずアイスブレイクを行い、

話し合える雰囲気作りを行った上で、なか

なか話し出せない人にはファシリテータ

ー役のスタッフが話を振ったり、話が偏り

過ぎてしまわないように会を進めます。 

次に小学生向けには、バルーンを使った

共同作業による互いを認め合うプログラ

ムを行っています。子ども同士でできるこ

とやできないことが人にはあることを、お

互いに認め合う多様性の理解につながっ

ています。 

私からお願い事が２点あります。一つ

は、このような体験をできるだけ多くの保

護者にしていただき、子育ての自己肯定感

をアップしていただくため、市のサポート

が必要と感じています。 

もう一つは、この会を通じて、保護者の

方と話し合う中で「家庭以外に、子どもが

勉強できる場所ができたら嬉しい」という

お話を伺っています。現在、生涯学習セン

ターでは、市民が使用予定のない部屋など

を学生さんが勉強できる場として開放し

ています。さらに、可能であれば、市民セ

ンターなどでもぜひ開放教室を提供いた

だけると助かります。 

（貴家 由美子 様） 

は家庭教育支援チームの登録制度を設け

ており「家庭教育支援チーム、星とおひさ

ま Fika キャラバン」は、本市唯一の登録チ

ームとして、様々な地域で活動されていま

す。 

本市でも、子育てや他の保護者、教員と

の接し方などに疑問や悩みがある保護者

の心理的負担を軽減することを目的に、平

成 27 年度に生涯学習センターで貴家さん

の支援チームと協働で開催したワークシ

ョップをスタートとし、その後、学校でも

支援チームと協働でワークショップを開

催しています。参加者とのコミュニケーシ

ョンをはかり、サポートしていただいてお

り、参加者から好評をいただいていると伺

っています。                                  

学生が安心して勉強できる場所の確保は

重要であると考えています。生涯学習セン

ターや中央図書館においては、施設の利用

状況に応じ、自習スペースを設けていま

す。また、子どもたちが安心して過ごせる

居場所である児童館は、小学生や中高生が

勉強や読書などもできる場所としても利

用していただいています。            

市民センターでは、施設の状況に応じて、

学習もできるフリースペースを設けてい

ますが、設けていない市民センターについ

ては、施設の状況を再度確認し、設置可能

な場合は設置を進めるよう検討します。 

今後とも、すべての保護者が安心して家

庭教育を行うことができるよう、お力添え

をいただければと思います。 

 

４ 

【高校生による地域の子どもへのボラン

ティア活動】 

高倉小学校放課後子ども教室「タカク

ラクラブ」で地域活動を行っています。  

小学生と高校生が共に遊ぶというこの

活動を通して、お互いに積極性や協調

 

 

放課後子ども教室の推進委員や、小学校

の先生も高校生が参加してくれているこ

とをとても喜んでいると聞いています。 

放課後子ども教室は、放課後等に小学校

子ども家庭部 

生涯学習スポーツ部 



 

9 

 

案件 
番号 

 発言要旨（発言者） 市長コメント要旨 担当所管 

性、心身の成長にもつながるため、高校

と小学校の連携を強めていきたいと考え

ています。 

具体的な活動としては、ドッジボー

ル、鬼ごっこなどをして子どもたちと一

緒に遊んだり、子どもたちの活動のサポ

ートを行っています。 

活動していて嬉しいことは、活動を通

して、だんだん仲よくなって、小学生が

話しかけてくれたり、遊びに誘ってくれ

ることです。また、子どもたちとの遊び

以外にも小学校の隣に高校がありなが

ら、関わる機会の少なかった小学校と一

緒に地域一体となった関係を作っていけ

ることも嬉しいです。 

活動の課題としては、高校生は部活や

勉強が多忙だったり、自主参加なので、

ボランティアができる高校生の数が少な

いということです。地域や学校でこの活

動の知名度を上げ、ボランティア活動を

活発化させていけたらと考えています。 

          （本多 優希 様） 

を活用し、子ども達に安全で安心な居場所

を提供するとともに、学び・体験・遊び・

交流活動を行うものです。 

本市では、本年５月に、地域の人や、地

域資源が子どもを支え、すべての子どもが

安全安心な放課後時間を過ごせるよう、児

童の放課後活動等の充実に向けた方針「学

校は子どものホッとプレイス」を定めたと

ころで、本多さん達のような高校生にも協

力いただいていることを非常に心強く嬉

しく思います。     

放課後子ども教室における、近隣高校の

生徒による活動支援ボランティアについ

ては、現在２か所で行っています。 

小学生にとっては年上の遊び相手がで

き、学習サポートの充実などが期待され、

高校生にとっては教育分野の就業を希望

する生徒にとっての体験活動の場となる

ほか、校外のボランティアの場となるな

ど、小学生・高校生の双方にメリットがあ

る充実した体験活動の場となることを期

待しています。 

ボランティアの不足について、八王子市

全体としても、放課後子ども教室では、運

営や子ども達を見守る地域の担い手が不

足し、継続的に実施することが困難な状況

になっています。 

地域の実情に応じて実施しているもの

であるため、放課後子ども教室の運営方法

やボランティアの受入れが可能かどうか、

また、高校生の担い手が確保できるかどう

かは、各地域の状況によって異なります

が、この地域活動が更に充実したものとな

るように、多くの方に放課後子ども教室の

事業を知ってもらえるように、広く情報発

信していきながら、市としても放課後子ど

も教室を運営する団体と高校生とが情報

共有し、意見交換できるように橋渡しをし

ていきたいと思っています。           
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本多さん達の活動は、八王子市の子ども

達の健全育成にとって、非常に重要な役割

を担っていると考えています。また、皆さ

んがこうした活動を通して得た経験が、今

後の学習にも生かされて、次代を担う若者

として、大いに成長されることを心から願

っています。         

５ 

【天体観測をきっかけとした地域での学

習活動】 

私は寺田町のグリーンヒル寺田で「星空

探検隊」という天体観測ボランティアを

６年ほど行っています。 

毎月最終月曜日に開催し、住民の皆さ

んが気軽に参加できるような企画にして

います。 

天体望遠鏡のほか、双眼鏡を１台ずつ

貸し出し、宇宙を見ています。もちろん

双眼鏡ですので、惑星がはっきり見える

ことはないですが、肉眼では見えないよ

うな小さい星がたくさん見えることがあ

り、宇宙とか夜空の様子がよく分かると

思います。グリーンヒル寺田のあたりは

環境が非常によく、天の川を確認するこ

ともできるので、皆さん喜んでいます。

土星や木星、あるいはオリオン星雲を見

るときには、高倍率の天体望遠鏡を使っ

て観測を行っています。どの時期に、ど

ういう天体が見えるのか、先月と比べて

どうなのかが分かるようになっています

ので、毎月継続して参加してもらうメリ

ットはあると考えています。 

夏休み期間には、子どもスペシャルと

して、自由研究の一環で２回理科実験教

室を開催しています。 

 令和４年度（2022年）は７月の下旬に

行い、水をペットボトルではない素材で

運んでみようということからスタート

し、水をゲル状の物質に閉じ込めるとい

う実験教室を行います。大人も多数参加

 

 

本市では、小学校６年生を対象に科学的

関心、意欲、科学的思考力等の向上を目的

に「小学校科学教育センター事業」を実施

しています。この事業は、歴史が古く昭和

33年から続いている事業です。 

このほか、学校以外の場で、科学に触れ

ることができるよう、切れ目のない学習機

会を提供しています。 

例えば、市内で唯一プラネタリウム施設

を備えたこども科学館では、大人から子ど

もまで、科学に触れ、学べるとともにプラ

ネタリウムの映像を楽しみながら、星空を

勉強することができます。また、市民、事

業者、市内学校が協働して実施する「八王

子宇宙の学校」では、JAXAから提供された

テキストをもとに、小学校１年生から３年

生を対象に、身近な事象や科学実験を通し

て、地球だけでなく宇宙も知ることができ

ます。ここでは、講師以外にアシスタント

として市内の大学生や中高生の皆さんに

活躍していただいています。       

藤田さんに講師としてご協力いただい

ている本市の星空観望会では、望遠鏡を使

った天体観測のほか、身近な双眼鏡を使っ

た天体の観測方法や、宇宙をテーマにした

講義をしていただき、参加者は宇宙や星に

関する知識を学びながら、星空観測を市民

に体験してもらっていると担当から聞い

ています。    

多くの人に天体への好奇心を抱かせ、楽

市民活動推進部 

学校教育 部 

生涯学習スポーツ部 
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しており、道具は全て自宅で用意できる

ものなので、各種資料をそろえて、家に

帰ってからも体験できるよう実施をして

います。 

実験教室は夏休みだけではなく、天体

を観測できない雨や曇りの日にも実施

し、毎月最終月曜日に来れば、何か理科

に関する学習ができる環境を提供してい

ます。 

ボランティア活動の範囲で行っていま

すので、現時点で特段の課題はないです

が、多くの人に星を見ることでの感動

や、科学体験の素晴らしさを知ってもら

いたいため、ほかにも人が集まりやすい

所で、こういう催しができるかなと考え

ているところです。 

（藤田 貢崇 様） 

しみにした人同士で自然と交流が生まれ

ている様子は、学びの循環を促すものであ

り、本市が目指す姿を体現していると感じ

ました。  

多くの方に天体観測の素晴らしさを知っ

ていただきたいとお話されておりました

が、団体として活動を行っている場合には

「八王子コミュニティ活動応援サイト 

はちコミねっと」に登録していただくと、

簡易なホームページを持つことができ、活

動紹介やイベント、ボランティア募集など

広く市民に情報提供できるとともに団体

を広く知ってもらうことができます。 

星空を見上げ、宇宙に思いをはせる機会

を持つことは、これから次代を担う子ども

たちにとって、夢を持つ大切なきっかけに

なると思います。                                 

引き続きこの活動を続けていただき、宇

宙や科学の素晴らしさを伝えていって欲

しいと願っています。 

６ 

【発言要旨 地域社会における非行少年等

の社会復帰支援活動】 

八王子ＢＢＳ会は、八王子市を中心とし

て、地域社会における非行少年や社会不適

応少年のいない社会、犯罪や非行のない明

るい社会の実現を目的として活動してい

ます。 

「非行防止活動」では、青少年や地域に

働きかけて犯罪や非行のない社会環境づ

くりを行っています。毎年７月に「八王子

市社会を明るくする運動」のスタッフとし

て参加し、犯罪や非行のない地域社会づく

りを担う一員として駅頭に立って、市民へ

の広報物配布や、イベントの補助員も行っ

ています。 

「社会を明るくする運動」の一環で行っ

た活動には、非行や罪を犯した人の社会復

帰を支援する更生保護という運動があり、

理解促進を目的として、更生保護キャラク

 

 

八王子ＢＢＳ会の皆さんには、日頃よ

り、本市の更生保護活動にご協力いただ

き、感謝申し上げます。        

地域を支える若者の活動が盛んになる

ことは、地域活動の担い手が減少している

地域社会の活性化につながると思います。   

本市では、令和３年４月に「八王子市再

犯防止推進計画」を策定し、犯罪や非行を

した方が更生するうえで抱える課題を、地

域全体で解消するための施策を展開して

います。犯罪や非行のない安全で安心な地

域社会の実現を目指すために「社会を明る

くする運動八王子市実施委員会」を組織し

活動しています。 

本運動の活動の一環として、７月にＪＲ

八王子駅周辺において、市内更生保護団体

の皆様とともに、啓発を兼ねた清掃活動を

生活安全 部 

子ども家庭部 
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ターを描いた「連凧」を作成し、図書館に

掲示していただきました。この活動も、コ

ロナ禍に入り通常の活動ができない中で

考え出されてできた活動となります。 

続いての活動が「社会貢献活動への参加

協力」です。私たちは非行少年たちと一緒

に、保護観察所が実施する農作業体験など

の社会貢献活動に参加しています。市内に

ある「とうきょう元気農場」で非行少年と

一緒に農作業体験をしました。 

最後に紹介する活動は、当会が独自に開

催している二つの事業です。主催事業の一

つ「さがしてクッキング」は、非行少年、

そして彼らを支える保護司や保護観察官、

我々ＢＢＳ会員が一緒のグループになり、

レシピなしで創作料理を作る活動です。料

理には、非行少年と一緒に農場で育てた野

菜を使用しています。自ら育てた野菜を自

らの手で調理し、食すことで、非行少年自

身も身近にある食を見直すきっかけにし

てもらうことがこの活動の大きな目的の

一つです。 

もう一つの主催事業「親子ふれあい工作

教室」では、子どもの健全育成、親子の絆

づくり、そして地域の人同士の触れ合いと

いうものを目的に凧作り教室を行ってい

ます。例年、市内の二つの小学校の体育館

を借りて、地域の親子などを対象に、「日

本の凧の会」の会員を講師に迎え、世界文

化遺産である細川紙にオリジナルの絵を

描いてもらって凧を作り、参加者で凧揚げ

を行っています。 

今回紹介した活動は本当に一部で、様々

な活動を当会では行っています。 

活動における課題は二つです。１点目

は、コロナ禍により対面活動を原則として

いた様々な活動機会が減少してしまった

ことです。少年や子どもたちと関わる際に

は、実際に会って話したり触れ合いを通す

実施し、八王子ＢＢＳ会の多くの学生さん

にもご参加いただきありがとうございま

した。  

この他、地域連携による青少年健全育成

の取組や、若者の悩みに対する相談等も行

っています。 

困難を抱える子どもたちに寄り添い立

ち直りを支援する活動は、子ども・若者が

人と人との関わりの中で、自己肯定感や社

会性を育むことにつながるものであり、大

変意義があることだと考えています。 

課題として、多くの若者に更生保護活動

に理解を深めていくことに難しさを感じ

ているとのことでしたが、本市としても、

地域活動や社会貢献活動などに対する、若

者の関心を高め、参加促進への気運の醸成

につながる情報発信等は課題と捉えてい

ます。   

ご紹介いただいた地域における非行少

年や、社会不適応少年の支援活動は、本市

の再犯防止推進計画を推進する取組であ

り、市としても八王子ＢＢＳ会の活動を広

く市民に理解してもらうため、活動などを

広報していきたいと考えています。 

犯罪や非行をした人の多くは、様々な

「生きづらさ」を抱えています。「就職がで

きない」「住居を確保できない」など、地域

社会で生活することが困難な状況にある

人も多く、そのことで犯罪を繰り返してし

まうことも少なくありません。こうした課

題に対し、本市では、就労・住居の確保や

適切な福祉的支援によって、社会的孤立を

防ぎ、犯罪や非行をした方の「立ち直り」

を地域全体で支えていくための施策を展

開し、市民生活の更なる安全・安心につな

げていきたいと考えています。                               

本市は「犯罪や非行のない安全で安心な

地域社会の実現」を目指していますが、そ

の実現には、八王子ＢＢＳ会が行う「社会
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ことで、相手との信頼関係を築くことがで

き、効果的な支援や本来の意味での交流に

つながっていることを改めて認識させら

れました。対面活動でしか得られない価値

を実現させるために、感染症対策を講じつ

つ、できるだけ今までと同じように対面の

活動ができないかを模索していますが、こ

の点に大きな課題があると感じています。 

二つ目の課題は、より多くの若者に更生

保護活動への理解を深めることに難しさ

を感じていることです。私たち八王子ＢＢ

Ｓ会は青年のボランティア団体なので、新

しい会員を獲得することにおいてはもち

ろん、非行少年の立ち直りには地域の方々

の理解や連帯が不可欠であると考えてお

り、地域社会の中で活動に理解ある方をさ

らに増やしていきたいと思っています。ま

た、多くの若者や青年の皆さんに私たちの

活動を知ってもらいたいと考えています。

しかし、新しい会員の獲得に困難を感じた

り、ＢＢＳ会の存在や、更生保護という言

葉がなかなか浸透しなかったり、理解促進

にはまだまだ難しさがあるというのが現

状と思っています。 

（長谷川 昂輝 様） 

貢献活動」「非行防止活動」などの取組は、

非常に貴重であり重要です。様々な問題や

困難を抱える若者に寄り添いながら、立ち

直りを支えていくために、今後も、八王子

ＢＢＳ会と市が連携しながら、更生保護の

取組を力強く推進していきたいと考えて

いますので、ご協力よろしくお願いしま

す。  

７ 

【里山の活動・文化再生活動】 

人と自然とが穏やかに調和する里山の

活動を紹介させていただきます。 

四季折々の活動、そこには様々な出会い

とつながりがあります。みなみ野自然塾の

活動を始めて今年で 25 年を迎えました。 

公園アドプト制度の下、市と協働して栃谷

戸公園と宇津貫緑地を拠点として活動し

ています。活動のモットーは「楽しむこと

を第一に」です。それが私たちの暮らすま

ちづくりにつながると考えています。 

里山の技、文化は、94歳になる橋山春男

塾長から学んでいます。田植えは市民の

方々や、みなみ野小学校の５年生も一緒に

 

環境面だけではなく、活動を通じた地域

コミュニティの形成も含め、非常に意義の

ある活動だと感じました。 

栃谷戸公園は「八王子八十八景」及び「関

東富士見百景」に選ばれています。「みなみ

野自然塾」には、公園アドプト制度に登録

いただき、公園の維持活動をしていただい

ており、八王子が誇るすばらしい景観の維

持にご協力いただいていることに感謝申

し上げます。 

環境教育・環境学習の推進には、様々な

関係者の皆さんとの協力が必要です。そこ

で、市では、市民・事業者、及び環境保全

環 境 部 

まちなみ整備部 
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案件 
番号 

 発言要旨（発言者） 市長コメント要旨 担当所管 

活動に取り組んでいます。コロナ前の年間

参加者は延べ 4,000人にわたります。   

多様な生き物と共生していることを実

感しています。 

６月には、ゲンジホタルとヘイケボタル

が見事に舞います。 

トンボが卵を産んだり、水の中にはタイ

コウチがいます。雑木林にはアナグマがい

たり、キツネノカミソリが咲きます。稲の

花も咲き始めます。 

秋は収穫の季節を迎え、栃谷戸公園では

畑作も行っています。サツマイモ掘り、稲

刈りなどの作業をオープン活動として市

民の方々にも参加してもらっています。 

11 月の収穫祭では、丹精込めて作った

作物を一緒に味わいます。芋煮では、みん

なで「いただきます」をします。その「い

ただきます」という一言に、いろいろな思

いが込められていきます。このようなささ

やかな営みの中から、これからの時代の里

山とその活動の意義、価値を見いだしてい

きたいと思っています。 

冬の宇津貫緑地は、月、星空が美しく、

また雪の日は幻想的です。キツツキたちの

姿もあります。 

最後に、私たちの暮らすまち、その原風

景を市と協働して私たちの手でつくって

いく。これまでの歴史、文化、技を引き継

ぎ、楽しむことを第一に今を生き、そして

未来を始める。市民の多彩な活動の輪が、

互いに支え合いながら、さらなる八王子の

魅力をつくり出していければと思ってい

ます。それが私たちの願いです。 

（荒井 嘉夫 様） 

団体等と連携し、環境学習施設であるエコ

ひろばを中心とした環境教育・環境学習の

拠点の構築に取り組んでいます。 

子どもたちが自然の大切さを学べるよ

う、総合的な学習の時間を利用した体験型

の「みどりの学習」を小中学校向けに行っ

ており、今年度は上川の里や高尾の森自然

学校で行いました。さらに、宇津貫緑地で

の実施も予定しています。        

本市では「八王子市みどりの基本計画」

に基づき、みどりを守るパートナーづくり

として、里山を含めたみどりの活用や保全

につながる体験・人材育成を推進すること

としています。 

里山の活動において人材育成の必要性は

高まっていますので、現在、緑地の保全を

行う人材育成事業について検討していま

す。体験活動・講習会などの参加者が各地

域の緑地保全の活動に関わっていくこと

を期待しています。 

さらに、自然、環境等に関わっている団

体等のネットワークを広げていくととも

に、相互の活動情報を共有する場をつくる

ことで、各団体の連携や課題解決につなげ

ていけるよう支援していきたいと考えて

います。 

里山等のみどりは、CO2 の吸収による地

球温暖化防止や水源域としての水量の確

保・水質の浄化作用等だけでなく、憩いの

場や景観の形成にも役立ちます。このよう

なみどりの機能を発揮するためには、みな

み野自然塾が行っているような保全活動

が非常に重要であると考えます。 

また、公園の日常的な清掃や除草を行う

公園アドプト団体との協働は、公園や緑地

を良好な状態に保つために重要であり、こ

れからも引き続き活動をお願いしたいと

思います。 
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８ 

【八王子の名産「八蜜」を活用した、地元

の名産の魅力を伝える活動】 

私たちは、「八王子のはちみつ」の八と

蜜と文字った「八蜜」をテーマに、お店

の力を借りた商品開発など、三つの活動

を行っています。 

一つ目が、八蜜のレシピの自主的開発

です。コロナ禍でおうち時間の増加もあ

り、家で簡単に再現できるレシピの開発

並びにその広報を、自分たちで開設した

インスタグラムを通して八蜜を知っても

らう目的で始めました。様々なフルーツ

を利用して作成した八蜜シロップを、ソ

ーダで割ったりアイスクリームにかけた

り、おいしく食べてもらえるレシピを完

成させ、広報しました。 

活動の二つ目は、大学周辺のカフェ

で、八王子名産の八蜜を利用した新メニ

ューの販売を行いました。地場産の野菜

や、無農薬の野菜に非常に力を入れてい

る「0uchi Café」というカフェで、八蜜

を使っていただくことにより、生産者も

カフェの方も、またそれを食べに来る

方々にも、八蜜を知っていただく機会に

なると考えたからです。八蜜を利用した

ベイクドチーズケーキでは、お店の方

と、どのようなメニューを提供するかと

いうお話をさせていただき、２か月ほど

販売を行いました。結果、200食程度販

売することができ、この商品を通して八

王子市の花々の美しさや、八蜜のおいし

さを伝えることができたと思っていま

す。 

三つ目の活動では、高尾山で同様の新

メニューの販売を行ってきました。先ほ

どのカフェでの販売ですと、市内の方が

中心となってしまいます。市外や都外の

方にもっともっと八蜜を知っていただけ

る機会を作るため、老若男女、多くの方

 

 

高橋さんたちの活動は、地産地消の促進

や、地元産品の付加価値を高めることにつ

ながるものです。本市が進めている施策に

も合致しており、学生の皆さんがこのよう

な活動を行っておられることが嬉しく、頼

もしく感じました。 

「八蜜」プロジェクトは、大学コンソー

シアム八王子の行う「学生企画事業補助

金」の令和３年度交付対象事業となり、広

報活動やアンケート調査による顧客分析

等を行ったと聞いています。 

自分達が開発した商品の感想を、消費者

から直接聞くことが出来たということは、

非常に貴重な経験だったと思います。今後

も「八蜜」プロジェクトやそのほかの名産

品で地産地消に向けた取組を行う際には、

大学コンソーシアム八王子の「学生企画事

業補助金」で支援させていただくことも可

能です。 

経験を後輩に引き継いでもらい、今後も

八王子の魅力を発信する素晴らしい商品

を開発していただきたいと願っています。 

本市では関係機関と連携し、農産物を生

産から加工そして商品につなげるといっ

た６次産業化による特産品の開発や地域

ブランド化などの取組を推進しています。

「八蜜」をはじめとする本市の産品や、そ

れを活用した新商品の周知活動を通じ、本

市の魅力発信、知名度向上や産業振興に寄

与する地域活動として期待しています。 

また、本市は高尾山をはじめとする様々

な観光資源を有しており、多くの観光客に

お越しいただいています。観光地としての

魅力を高めるためにも、今後の八王子の新

しいお土産として定着するような取組に

も期待しています。 

本市は、市内に 21の大学等を抱える学園

市民活動推進部 

産業振興 部 
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 発言要旨（発言者） 市長コメント要旨 担当所管 

が観光客として訪れる高尾山で新メニュ

ーの販売を行えればと思い、ケーキを販

売することになりました。こちらも最初

の販売同様に多くの方に食べていただ

き、この販売期間に実施したアンケート

でも、「八蜜を買ってみたいです」とか、

「本当にこんなすばらしい名産があるの

を知らなかった、嬉しい」という声をい

ただきました。 

活動を通して私が地域で実現したいこ

とは、地産地消が促進されることで、市

民の皆さんが八王子市に対する誇りや地

元の名産の魅力を感じていただけるよう

な環境があればと思いました。 

また、今回の私たちの活動のように、

直売所のような形で野菜等を販売するだ

けでなく、農家や飲食店の方など、事業

者同士がお互いローカルなつながりをつ

くっていければ、もっと魅力的なまちづ

くりになると思いました。 

私たちは八蜜がテーマでしたが、後輩

がパッションフルーツをテーマに活動し

ています。引き続き、市にも名産品の周

知や地産地消の促進にご協力をいただけ

れば幸いです。 

（高橋 耀平 様） 

都市です。大学等と地域がともに発展する

まちづくりを目指しており、「まるごとキ

ャンパス八王子」と題し地域全体で学生の

学びを支援しています。 

地域をフィールドとして学生が実践的な

学びを得るとともに、その学生の活動によ

り地域がさらに盛り上がる、そんな高橋さ

ん達のような取組が今後も増えると良い

と考えています。 

学生の皆さんには地域で学ぶことを通じ

て八王子の魅力を発見し、地域を構成する

一員として活躍してもらいたいと思いま

す。地域に愛着を感じるきっかけとなり、

ひいては八王子に住み続けたいと思って

いただけたら嬉しく思います。「学生企画

事業補助金」をはじめとした大学コンソー

シアム八王子の事業を通じ、地域と大学等

がともに発展するまちづくりに取り組ん

でいきたいと思います。 

今回の活動で得た貴重な経験を活かし、

卒業後も八王子を舞台に活躍していただ

くことを期待しています。 

９ 

【食を通じた地域づくり】 

私は、館ケ丘団地の中で地域食堂「た

てキッチン“さくら”」を運営していま

す。 

館ケ丘団地は住人が 2,800人ぐらい

で、高齢化率 58％の団地です。孤独死、

病気の方の救急の搬送が遅れて本当に大

変な状況になることが度々あります。

2016年には、団地に１軒しかないスーパ

ーマーケットが閉店してしまい、買物難

民がたくさん出ることを想定し、主婦が

立ち上がって、みんなでお弁当作りを始

めました。そして「団地応援隊」とい

 

近年では、少子高齢化を背景に、一人ひ

とりの暮らし方や生活環境が多様化して

いますが、市としては、高齢者になっても

安心して暮らし続けられるように、多くの

方が様々な場面で高齢者の皆様の暮らし

を守り、支えていく体制づくりをさらに進

めて行きたいと考えています。 

その中でも地域の自主的な活動は、住民

同士の交流を育むことができますし、社会

参加を促進するきっかけにもなっていま

す。       

水谷さんの活動は、本市の目指す「健康

市民活動推進部 

福 祉 部 

健康医療 部 
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う、住民の方を応援する組織ができあが

りました。 

私たちは、食べることは生きること、

そして健康をテーマにして、「たてキッチ

ン“さくら”」を 2018 年に開店、運営し

ています。地域住民の主婦の皆さんが 40

人ほど集まって、月曜日から金曜日まで

お総菜を作って販売しています。 

館ケ丘団地は本当に独居高齢者の方が

多く、1,600人の高齢者人口のうちの 800

人が独居の方です。コロナによる外出自

粛の中でますます閉じ籠ってしまう高齢

者をどんなふうに支えていったらいいの

か、みんなで毎日、顔を合わせながら見

守っています。 

お弁当は、高齢でなかなか外に出られ

ない方、病気の方を対象に、日々40人ぐ

らいの方に配食しています。配食は地域

のボランティアにやっていただいていま

す。月・水・金を基本としていますが、

毎日必要な方もいらっしゃいます。 

また月曜日から金曜日には、お総菜を

作って店頭販売をしています。コロナ前

は１日に 80人から 90 人の方が来て、店

で会食もしていました。今、コロナ禍で

はありますが、５、60人の方が来て 200

パックのお総菜が１時間ほどで売れてし

まうという現状があります。 

買いに来る方の３分の１は高齢の男性

で、やはり男性の方がお食事に困ってお

られることが大変よく分かります。来店

をしてくださる方に、いろいろ様子を伺

っていると健康状態や生活の状況が分か

りますので、包括支援センターなどと手

を結んでサポートをするということもし

ています。 

昨年度は、80品目ほどのお惣菜を作っ

て売っていますが、しっかりとしたもの

をお届けしたいということでその中の 42

で、笑顔あふれる、ふれあい、ささえあい

のまち」を具現化するために、健康寿命の

延伸、生活習慣病の発症予防、及び重症化

予防となる「食」を通じた健康づくりに、

大変、貢献していただいていると思ってい

ます。 

本市では、地域の飲食店と一緒に食事を

通した健康づくりを進める「はちおうじ健

康応援店」という取組も行っています。 

「たてキッチンさくら」さんには、すで

に「はちおうじ健康応援店」にご登録をし

ていただいており、連携させていただいて

いるとも伺っています。これは、健康寿命

を伸ばし、誰もが住み慣れた地域で支え合

い、健康でいつまでも元気に生きがいを持

って暮らしていけるよう「自分で、家庭で、

地域で、笑顔あふれる健康なまちづくり」

を目指すものです。特に、健康に関心が低

い方や若い世代にアプローチができるよ

う、飲食店、惣菜店などと連携して、食環

境の整備を進めています。 

ボランティアに関しては、担い手の高齢

化や活動に際して必要となる交通費など

の負担が課題となるケースがあり、民間企

業や大学などの多様な方々とも連携して

取り組んでいくことが重要であると思い

ます。 

また、団地内の高齢化率も高まり、コロ

ナ禍で家族の往来が制限される中、見守

り・声掛けなど様々な手法を組み合わせて

地域の高齢者の皆さんが安心して生活で

きるよう見守り体制を充実させていくこ

とも必要であると考えています。 

館ヶ丘団地内で、「食べる」ことを通した

健康づくり、食を通した安心・安全な地域

づくりを日々続けられ、作ったお惣菜も毎

回、完売し、地域の方々にとってなくては

ならない存在になっていると思います。 

多くのボランティアの皆さんのご協力の
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品目の栄養分析をしていただきました。

分析をしていただいた先生からは、バラ

ンスの取れた塩分の少ない、いいお総菜

だという嬉しい講評もいただき、自信を

持ってやっているところです。 

私たち、「たてキッチン“さくら”」の

お弁当とお総菜は住民の皆さん方の生き

ることを支える、ドアからドアの食事の

提供による住民のための住民による地域

包括ケアであると思っています。さらに

は、日頃のお付き合いから災害時の「た

てキッチン“さくら”」を、みんなで今、

話し合っているところです。 

健康、安全・安心、つながり、防災、

人が元気に生きるための要素が詰まった

地域食堂を目指して日々活動していま

す。 

安価でおいしいお総菜とお弁当による

地域住民の健康づくりを、月１回のさく

ら保健室では専門職が住民の健康の見守

りを、配食サービスを通じて病気や高齢

のために外出困難な方の生活支援を、食

を通して人と人をつなぎ孤立や孤独死の

予防を、多世代の地域の人たちも呼び込

むボランティア活動を通して元気な地域

づくりを、また、現在はコロナ禍で「子

どもランチ」が途絶えていますが、「子ど

もランチ」を通して子どもの健やかな成

長を育むことを、赤ちゃんから高齢者ま

で、ここに住んでよかったと思える地域

づくりを目的にやっています。      

（水谷 徳子 様） 

もと、地域づくりに貢献いただき、地域の

元気の源となっています。新たなボランテ

ィアの皆さんに参加していただき、ますま

す地域が元気になるよう、市も共に取り組

んでいきます。今後も活動が、ますます発

展していくことを願っています。 
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５ 過去の提案等取組状況 

令和３年度（2021年度）「市長と語る」の提案等取組状況 

開催実績 テーマ：「私が考える未来の八王子」 

     
（単位：人） 

開催日 会 場 テーマ 
発言者数 

11月 27日 生涯学習センター（クリエイトホール５階) 「私が考える未来の八王子」 11 

 
※新型コロナウイルス感染症対策のため無観客で実施 

 

 

 

 

次ページから、令和３年度（2021年度）の「市長と語る」でいただいたご意見・ご提案

とその後の取組状況の一例をご紹介します。 
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３年度（2021年度）「市長と語る」でいただいたご意見・ご提案と市の対応状況（一例） 

 

＜意見＞ 「日本一の教育都市 八王子の実現」について 

学校教育に地域の力を取り入れ、子どもたちにたっぷりと愛情をかけ、学力をしっかり定

着させることで、子どもたちは自己肯定感を高め、確かな学力を土台に健やかに未来に向か

って成長すると思う。 

中核都市としての地域人口と、地域の大学を数多く抱える八王子市の強みを最大限に活か

すよう市長にお願いしたい。 

 

≪市長発言（当日）≫  

市民学習ボランティアに関連するものの一つとして、「放課後の居場所提供」を主な目的とする

「放課後子ども教室」という事業を実施している。校庭での外遊びが中心であり、また、スポーツ

や芸術など、様々な活動プログラムといった体験活動の機会を提供する場でもあるが、活動を担っ

ている運営団体の中には、地域で学習を支援するプログラムを実施しているところもあり、こうい

った取組みをさらに進めていきたい。 

また、英語教育の充実や国際理解を進める取組みとしては、小学校５・６年生を対象とした市内

大学等からの留学生との交流事業があり、子どもたちは日々の授業で学んだ英語を使って留学生と

交流活動を行うことで、外国の言語や文化についての理解を深めていくとともに、外国語を用いて

コミュニケーションを図る機会を得ることができている。 

【その後の対応】 

地域人材の効果的な活用及び新たな人材確保を目的に教育支援人材バンクの制度を、令和４年度

から「学校支援ボランティア人材バンク」として変更する。（令和４年４月１日～施行） 

広報はちおうじ（令和４年３月１日号）でボランティアを募集したほか、今後は市内大学や団体

等への働きかけを行い、本事業の更なる充実を図っていく。 

 

 

＜意見＞ 「町会活動を若者の活動の場にすることによる活性化」について 

地域活性化ということを言われるが、その再構築のキーワードが「若者の活躍」と「情報

の共有」だと思う。町会が存続の危機に瀕しているのが課題。町会は今、非常に会員が減少

しており、地域の活動や、会の魅力自体も減少しており、結果的にその地域の生活基盤の崩

壊が懸念されている。若い方の加入が少なく、役員の負担が大きい。 

LINE等を使って町会の情報を、町会に入っていてもいなくても見られるようになることを

考えている。縁の下の力持ちになって、若い人たちが町会の中で活躍できるような形になる

とよい。 

 

≪市長発言（当日）≫  

本市にとって町会・自治会は、行政と地域住民を結ぶ中心的な組織であって、また、地域コミュ
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ニティの形成にとっても、重要な役割を担っている。 

近年、高齢者世帯も増えており、地震や豪雨等の自然災害も多くなる中、地域住民のつながりや

災害時の共助の視点から町会・自治会の重要性は高まっている。 

令和３年度中にデジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）推進計画を策定し、市民、企業、

大学及び町会・自治会等と連携して、デジタル技術を活用した地域共生社会の実現に向けて取り組

んでいく予定で、町会活動への若者参加、高齢者へのデジタル支援は、本市も進めていくべき取組

みと方向性を同じくするものである。 

 

【その後の対応】 

令和４年２月にデジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）推進計画を策定し、公表した。今

後、計画に基づく具体的な事業や目標値を示したアクションプランを令和４年７月までに策定し、

市民、企業大学及び町会・自治会等と連携し、デジタル技術を活用した地域づくりに取り組んでい

く。 

スマートフォン等の操作が苦手な方が身近な場所で気軽に相談や支援を受けられる仕組みを構

築するため、地域の団体やグループ等を対象とした講師派遣型のスマートフォン教室を令和４年度

から実施する。 

町会・自治会活動について、デジタル化をしている町会・自治会の取組を市のホームページに掲

載予定。 

東京都が実施している「地域の底力発展事業助成（デジタル活用支援）」や「講師おまかせ教室（令

和 4年度実施予定）」について、町会・自治会に情報提供を行う。 

 

 



　 ６　　　開催案内ポスター

 

 

開 催 日 時 実施方法 

８月 21日（日） 
午後２時～３時３０分 

WEB方式（オンラインによる発言・視聴） 
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